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来の SPR 装置では測定点が  から 4 点と少なく，多くの試料を同時に比較し定量的に解析することは困難
だった。そこで，SPR イメージング法を用いた 96 点相互作用解析装置を開発した。金基盤表面に MARE
を含む DNA を固定化したチップを作製し，MafG をチップ上に流し，固定化 DNA への MafG の結合を解
析した。
結　　　果：ポリエチレングリコール（PEG）を有する架橋剤を用いて DNA を固定化することで MafG と
MARE の結合を SPR イメージング法によって観察する手法を確立できた。PEG は分子鎖長が長く分子鎖が
柔軟であるために，DNA が基板から離れた場所で可動な状態で固定化されているために，転写因子 MafG
が結合可能となったと推察する。また，SPR イメージング法によって得た解離平衡定数（KD）は GMSA 法
によって得た KD と絶対値は異なったが相関がみられた。
　40 種類の一塩基置換した MARE 関連配列に対し，MafG ホモ 2 量体と MafG/Nrf2 ヘテロ 2 量体の結合特
性の同時解析を試みた。MafG と Nrf2 の混合比を変えることで，MafG/Nrf2 ヘテロ 2 量体の解析を可能と
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し，MafG ホモ 2 量体とのアフィニティの違いを観察することに成功した。また，一塩基の違いが転写因子
との親和性を規定していることが明らかとなった。そこで，MafG/Nrf2 ヘテロ 2 量体 MafG ホモ 2 量体を
共存させて SPR 解析を行い，結合の選択性・優先性より，40 種の MARE 関連配列を 5 つのグループに分








結　　論：MafG 結合の観察に適した DNA 固定化方法を確立した。MARE コンセンサス配列を一塩基ず
つ置換した 40 通りの MARE 類似配列を固定化したアレイを用いて，MafG のホモ 2 量体，MafG と Nrf2
のヘテロ 2 量体が優先的／選択的に結合する配列を解析し，結合の規則性を見出した。さらに，実存する





用例として転写因子 Maf 群因子の一つである MafG とその認識配列 MARE（Maf recognition elements）の
相互作用の結合特異性を丁寧な実験で解析したものであり，本方法の有効性を証明し転写制御の多様性の理
解を深めた研究であり，高く評価できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
